
3 ¶ 確率空間（その２） ２０２２年度前期 基礎数学 B1（火曜 4限）

1 大小 2個のさいころを投げる試行において，例えば，大きい方は 3の目が出て，小さい方は 2の目が

出るという結果を .3; 2/で表すことにする．

a) この試行の標本空間˝ を表せ．

b) ˝ の要素の個数 n.˝/は何か．

c) 「目の積が奇数である」という事象を Aとする．Aを外延的記法（要素をすべて挙げる方法）によっ

て表せ．

d) 事象 Aの確率 P.A/を求めよ．

e) Aの余事象 Aを内包的記法（条件を述べる方法）で表せ．また，P.A/を求めよ．
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2 同じ大きさ，形の 2個のさいころを同時に投げる試行において，その結果を出た目の数を小さい順に
並べて表すことにする．例えば，1つのさいころの目は 3で，もう 1つのさいころの目は 2であるとき，そ

の結果を .2; 3/で表し，2つのさいころの目がともに 3のときは .3; 3/と表す．

a) この試行の標本空間˝ 0 を上の記号を用いて外延的記法で表せ．

b) ˝ 0 の要素の個数 n.˝ 0/は何か．

c) この標本空間˝ 0 において，すべての結果は同様に確からしいと言えるか．

d) 確率 P
�
f.2; 3/g

�
，P

�
f.3; 3/g

�
はそれぞれどのように定めるべきか．

e) 「目の和が 3以下である」という事象を B とする．B を˝ 0 の部分集合として，外延的記法で表せ．

f) P.B/と
n.B/

n.˝ 0/
を求めよ．

【裏に続く】

N = { ( n ,
m ) 1 n ,

m は 6 以下 の 自然数 )
R
'
= { ( 1

,
1 )
,
11

,
2)

、
( 1.37.11.4 )

、
( 1
,
5)

、
( 1.63.12.2)

、
(2 . 3 )

= { (い). ( 1
,
2 )

、

-_-

,

16.57.16.6 ) 3 (2 、4)
、
( 2 .
5)

、
(2

,
6 )

、
( 3 、 3 ? (34 ) ( 3, 53.13.6 ≥

(4
.
4) 、

(4
,
5 )

、
(4

,
6 ) 、 ( 5. 5) 、 (5/6) 、

( 6 .
6 ) 3

n (n ) = 6 × 6 = 36

mW ) = 2 1

A = { ( 1
,

1 )
、

( 1
,

3 )
、
( 1

,
5)

、
( 3

.
1 )

、
13.33.13.5) 、 言えない ( さい ころ を 区別 し て考える と し 1,1 ) より ( 1

、
2) の

15,1 ) 、 15.33.15.513
方が 2倍出やすい と 考えられる )

M (2 . 3) 3 ) = は
、
P 1 { 13 . 3 ) } ) 二 % に も唁 )

PA ) = 恐山 = f = 本
"

(なが どか
(2 、 3 ) & ( 3 、 2 )

13={11,1"1,23}

I 、
「

目 の積が偶数 である 。」

=
「 どちら か一方 の 目 は 偶数である 。」

RB ) = P 1 { 1 1
、 川 ) 十 P ({ ( 1

.
2) 3 ) = 或な = k

PA) = 1 - PIA) = 1 - I =
NB) 2

MRT 2 1



3 J，K，L，Mの 4人が左から一列に並んだ 4つのいすに座る．Jが Kより左に座る事象を A，Kが L
より左に座る事象を B とする．

a) 標本空間˝ をどのように設定したらよいか．また，そのとき˝ の要素の個数 n.˝/は何か．

b) 事象 A \ B を外延的記法（要素を並べる方法）で表現し，n.A \ B/を求めよ．

c) P.A/，P.B/，P.A \ B/をそれぞれ求めよ．

担当：鍬田政人 (kuwata@tamacc.chuo-u.ac.jp)

IK LM の 順列 の全体 から なる 集合 をR と する 。
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( すべて の 結果が同様に確からしい という 仮定の もとで )
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6 要素の個数は 等しい .

→ PA ) =PA)

PIA ) 十P (II ) = 1 より PCA ) = き、
PCB) についても同様 )


